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ケ ナ フ(HibiscuscannabinusL.)12品種 の































7ケ 国 よ り収 集 した 、Hz'biscuscannabinusL.の12品種 お よ びH弼scussabdan'ffaL.
の3品 種 の 計15品種 の 種 子 を実 験 に用 い た(表1)。
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滅菌水中で2時 間吸水 させた種子 を滅菌水で湿 らせた紙濾紙(FILTERPAPER5C、
ADVANTECTOYO、JAPAN)を敷 いたべ トリ皿(#1029、FALCON、USA)に移
し、暗中、25℃ で発芽させた。種子 は3～10日で発芽 した。4～5日に発芽 した種子を選
別 し、バーミキュライ トをいれた育苗ポ ット(約100ml)に播種 した。 これに2日 毎に
1000倍希釈 した培養液(HYPON6X、ハイボネックスジャパ ン、Japan)を1∞rn1与え、
25℃ のガラス温室中、天然光下で育苗 した。発芽30日後(6/26)、各種4本つつ計60
本を2本/m2の密度で野外の圃場に移植 した。移植衝 圃場では施肥 を行わなかった。
移植20日後よ り7日 毎に、各個体の草高、茎基部直径、葉数、花および子実数 を測定
し、各種の平均を求めた。 これ らの結果に基づき、生長解析を行った(文献4、5)。










青皮5号の草高の増加が停止した(図1d～g)。 これ らの品種の71日か ら148日の平均増
加速度 は速度は3.3～4.1cm/day(平均3.8cm/day)で、最大草高は319～390cm(平均









sabdari●龍 種3品種 の平均262cmと比較 して41%高かった。H.cannabinusl2品種の直線
的 に増加の認め られた期間の増加速度の平均3.4cm/dayは、Hsabd蝕'飽種 の3品種の速
い増加が認められた期間の平均増加速度2.8cm/dayと比べて も21%大きかった。







の後、直線的 に増加 した(図2d～o)。 その後、青皮2号では148日に、KhonKean60
では162日に茎基部の増加が停止 した(図2e、i)。これ らの品種で茎基部直径の直線的
な増加が続いた期間の増加:'.=は、0.46と0.66㎜/由yで茎基部直径は5.24と5.27cmに
達 した。草高の増加が停止 した品種 と茎基部直径の増加が停止した品種は必ず しも一致 し




106、106日に増加速度が低下 した(図2j～o)。これ ら10品種の71日か ら増加速度が低
下す るまで、茎基部直径が直線的に増加 した期間の速度 は0.46～0.82mm/day(平均
0.69㎜/day)で、低下後の増加速度は0.11～0.28㎜/day(平均0.17㎝/day)であ
った。また、183日の茎基部直径は4,22～5.87cm(平均5.36cm)に達 し、増加の停止 し
た2種 との差は認め られなかった。最大茎基部直径は12品種平均で5.36cmとな り、H.
cannabinus種の平均4.04cmに比較 して33%太かった。
茎盤 茎を円錐 と仮定 して草高と基部直径よ り茎の体積 を求めた(図3)。H.
sabd㎞龍 種 の各品種の茎体積は50日か ら120日までの間、指数関数的 に増加、その後、















141日まで直線的に増加 した、KhonKean50の葉数は141日後、葉数が増減 しなが らも
169日まで増加 し、その後減少 した(図4a～c)。KnewYaiでは141日後、葉数はほぼ一一




H.canriabinus種の各品 の葉数は、50日か ら141日の間、直線的に上昇 した(図4d～
o)。強風によ り落葉 した141日に全品種でわずかながら減少が認め られた。青皮1号、青













Whittenの8品種で異なる変化 を示 した。各個体の花 と子実 を合わせた数 を子実数 として
測定 した(図5h～o)。 早期 に開花を始めた4品種では、開花開始直後か ら子実数は急速
に増加 し、最大数に達 した後、低下 した。青皮1号、青皮2号、青皮5号は148、169、169
日にそれぞれ最大数316、272、486個に達 した。やや遅れて開花 を始めた青皮3号で も
169日に最大数318個に達 した。開花の遅かった8品種では、183日まで子実が増加を続 け
たが、植物体の枯死 とともに増加が停止 した。最大子実数 を示す183日の子実数は、61.8
～229個(平均135個)であった。
地上部乾重量 多 くの品種が枯死 した185日に地上部を刈 り取 り60℃で10日間以上風乾 し
た。播種後185日に葉が残 っていた個体で も葉の生重量は全茎重量の10%以下であった。





417～1073g/本(平均863g/本)の乾重量の茎 を得た(表2)。Hsaめd㎞ 舶 種 とH.
Gannabinus種の各品種 を2本/m2の 密度で栽培 したことと圃場に移植 してからの 日数 を
考慮すると、Hsabd血f爺!で8709/m2、H.Gannabinusで17009/m2の乾重量の植物体









































































によりどのように支 えられているかを検討す るため、茎体積 をBの 指標 としてrの時間変













青皮3号 、青皮5号 の4品 種(図7b)(Type2)、さらに、H.sabdarlffa種(図8c)
(Type3)である。各型 ごとに㎞(B/B6)の平均を求め比較するとその違いは明瞭である
(図8d)。H、cannabinus種のType1とTソpe2は、播種後78日、8月 になるまではほぼ
完全に一致 してお り、ln(B/Bd)は直線的に増加した。 これはH.cannabinus種のすべて
















Type3と比較 してrが大きかったため と推定される。Boの違いのため、 播種後78日までの
28日間で茎体積が同じように播種後50日の150倍に達したにもかかわ らず、H.






体積増加量の35%もの増加 を示 したにもかかわ らず、Type2の各品種は平均で4.6%の増
加 しか示さなかったことは、両0の 茎体積増加量に大きな差 を引き起 こした。播種後
78日以降 にはTypelのrにも低下が認められ、10月のrが6月のrの6.1%まで低下 している。
それにも関わ らず、10月に茎体積が大きく増加 したのは、この時期、播種後162日の時点
で茎体積が播種後50日の平均3700倍に達 してお り、低下 したrでも生物量Bとの積である
一次生産は大きく、茎体積の大きな増加 を引き起 こしたためであると考え られる。生物量
が極めて大 きいこの時期にわずかでもrを維持することは、年間一次生産 を大きくする主
要因の一つとなっていた。





が本研究によ り明 らかである。また、 この高い___.次生産には、5～7月 の相対一次生産速
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